
 

※学校だよりは、校長が作成しています。 

歯科指導（２年生と６年生）  

学校歯科医の寺辺先生とスタッフの方から、６年生・２年生が歯科指導を受けました。 

６年生は寺辺先生から、口腔の健康のため歯周病に気をつけることを教えてもらいまし

た。歯周病の写真等を見せてもらいながら、お話を聞きました。歯の健康は長寿にもつな

がります。多くの人が「歯周病を甘く考えていた。早いうちから気をつければよかっ

た。」と後悔しますから、大事な学習です。 

２年生は、歯の正しい磨き方を教わりました。 

「虫歯になってしまったら、どうする？」と聞かれて、子どもたちは「歯を磨く～」と

答えましたが、「虫歯になってしまったら歯磨きしても治らないよ、歯医者に来てね。」

「虫歯にならないようにするために、歯を正しく

磨くんだよ。」と、今日のめあてを教えてもらっ

て始まりました。歯を着色した後、いつものよう

に歯磨きをして、どれほどきれいになったか手鏡

を見て振り返り、どのあたりに磨き残しが多いの

か気づけました。 

みなさん、家でしっかり歯磨きしてください。 

子育てはたいへんですが 

親としても偉そうに言える私ではありませんが、気になったことをお伝えします。 

長子の子育ては、みなさん初めてのことばかりなので心配で、小学校入学後も宿題を見

たり翌日の準備を確かめたり、手厚くサポートしてくださっていると思います。しかし、

第２子や第 3 子となるとどうでしょうか。少し変わってきませんか。 

特に、長子が手のかからない子だったり、始めは手がかかってもなんとかなっていった

りして心配が払拭された記憶から、第 2 子以降では「まあ、この子も大丈夫だろう。」と

思いやすく、その子の個性を見落としてしまいやすくなってしまいます。子育ての落とし

穴です。 

長子と第 2 子は、きょうだいであっても別々の個性を持った人間です。長子でうまくい

ったからといって、第 2 子でもうまくいくとは限りません。低学年のうちは子どもの様子

（個性）をよく見てやってください。 
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子どもは、分からないのに要領よく分かったふりをしているかもしれません。すらすら

本が読めないのに、読めるふりをしているかもしれません。普通にしゃべっているからと

いって、正しく文が書けるとは限りません。算数でも、意外なことで困っていることがあ

ります。 

これらのほとんどは、早期に適切に子どもにかかわってあげることで改善します。しか

し、気づかずに放っておくと、後々まで尾を引く課題を子どもに背負い込ませることにな

ります。子どもは、今は屈託のない笑顔を見せているかもしれませんが、本人も親も気づ

かないうちに、しんどさを溜めています。子どもがつらいと感じるようになった時は、背

負っているものの重さに驚く時でもあります。 

そのため我々教職員は、低学年には丁寧に関わるのですが、それもご家庭の協力がなけ

ればうまくいきません。例えば、間違いがいっぱいで持ってきた宿題は学校で直させてい

ますが、子どもは休み時間を費やして嫌々することになります。家で指摘してもらって、

その時直した方が分かりやすく身になるでしょう。 

親子で性質は似るものです。「私も子どもの頃そうだったけど、なんとかなった。」と親

は思うかもしれませんが、子どもにはその性質が色濃く表れることがあります。そうして

子どもが苦労している事例をたくさん知っています。ですから、子どもことをよく見てや

ってくださいね。 

子どもそれぞれに個性があり子育てはたいへんですが、

そのぶん楽しいことがたくさんあります。しかし、親とし

て、子育ての落とし穴にはくれぐれもご注意ください。 

出しゃばったことを申し上げました。 

 

おわりに 

 年末年始は何かと忙しいですが、それに反してゆっくり過ごしたい気分になります。１

２月２８日が仕事納めで１月４日が仕事始め、年末年始のお休みは６日間です。でも、年

末の３日間はゴロンとしていようものなら・・・！です。だから、正月 3 日間が安泰であ

るために、自分にできることを進んで見つけ頑張ります。結局、休みは何日？（※私事を

述べました。年末年始もお仕事をしてくださる方々には感謝です。） 

 また、常々気になっていることなのですが、この多様性を尊重する時代にもかかわら

ず、世の中お盆休みとは言いますがクリスマス休みにはあまり関心が高まらないですよ

ね。キリスト教徒はたくさんいるでしょうに。（正月休みとどっちをとるかということも

あると思いますが。）教員でもクリスマスの日に研修会への出席を求める通知

が来たことがありました。少数者が声を上げなくてもいいような配慮のある

社会であってほしいものです。 

 みなさま、よい年末を過ごし、よいお年をお迎えください。 


